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	令和6年度 近畿大学大学院 商学研究科 博士後期課程
	社会人入学試験答案用紙〔専修科目〕論述
	2023.9.9（土）実施
	下記の問題に答えなさい。
	【問題】
	個別原価計算を想定すると、製品（より一般的には原価計算対象）ごとに、それを生産するのに要した材料消費量（あるいは材料費）や労働力消費量（あるいは労務費）を集計することが求められる。
	【問1】　原価計算上、ある製品を生産するのに要した材料消費量（あるいは材料費）や労働力消費量（あるいは労務費）を、当該製品を単位として集計することが求められる理由について述べよ。
	【問2】　ある製品を生産するのに要した材料消費量（あるいは材料費）や労働力消費量（あるいは労務費）を意図的に他の製品を単位として集計する行為は、粉飾決算や不正会計とみなされる可能性がある。 ある製品を生産するのに要した材料消費量（あるいは材料費）や労働力消費量（あるいは労務費）を意図的に他の製品を単位として集計する行為の何が問題なのかについて述べよ。
	（解答欄）
	【出題意図】
	【問1】　原価計算の基礎知識を問うことを意図している。特に原価の計算方法ではなく、製造原価を原価計算対象に集計する目的について受験者が十分理解しているのかを評価する。
	【問２】　製品原価計算を利益計算の文脈で解釈できるかを問うことを意図している。会社が利益を計算する理由について受験者が十分理解しているか、さらに、利益計算の文脈で製品原価計算の役割を十分に理解しているかを評価する。

